
RD20は約11%、NA20は約8%の酸化増量が認められ RD20は保持後に6面それぞれに酸化相を形成しております
ますが、TNE40の酸化増量は約0.1%であり、ほとんど 一方で、TNE合金はわずかに変色が認められるものの、
酸化増量は認められません RD20のような酸化相は認められません

※上記データは代表値であり、保証値ではありません。
※この表を用いて発生したいかなる損害に対しても補償致しません。
※上記データは技術の発展により、変更することがあります。

 https://www.sanalloy.co.jp

耐酸化性比較

耐熱耐摩耗合金

TNE合金

特性表

その他の材種も多数とりそろえております。弊社ホームページをご覧下さい。
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大気雰囲気中にて900℃×1h保持後の重量変化率 大気雰囲気中にて900℃×1h保持後の表面状態

(1)TNE合金 (2)RD20

TNE合金は、炭窒化チタン（TiCN）を主成分とする硬質相を結合金属で焼結した

サーメットであり、耐酸化性に極めて優れた特性を有しております。900℃の高温下

における大気雰囲気中においても酸化相がほとんど生成されないため、高温下での

工具の摩耗を抑制します。また、TNE合金は一般的なサーメットと比較して破壊靭性

に優れる為、工具のチッピングを抑制します。

材種名 比重 硬度 抗折力 破壊靱性

(HRA) (GPa) (MPa・m1/2
)

TNE40 6.00 89.0 2.5 15

5㎜ 5㎜

95%

100%

105%

110%

115%

TNE40 NA20 RD20

重
量
変
化
率

試験前 試験後

2022.10.31


